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 富良野市では、市民の皆様へ安全でおいしい水道水をお届けするために、これまで行っ

てきた水質検査の結果を踏まえ、改めて水質検査全般について見直しを行い、令和４年度

の水質検査計画を策定しました。 

 

【計画の特徴】 

１．蛇口及び浄水場出口のほかに水源及び原水でも検査します。 

２．各浄水場の水系ごとの検査結果を踏まえて、検査回数を設定しました。 

３．検査回数は、法令上設定される回数と同等かそれ以上の回数に設定しました。 

 

【計画の内容】 

１．基本方針 

２．水道事業の概要 

３．原水水質並びに水道水の水質状況 

４．採水場所 

５．水質検査項目並びに検査回数 

６．水質検査方法 

７．臨時の水質検査 

８．水質検査結果の公表 

９．水質検査結果の制度と信頼性保証 

１０．関係者との連携 

 

【水質検査計画とは】 

水質検査は、水道水が水質基準に適合し安全であることを保証するために不可欠であり、

水質管理を行う上で重要なものです。 

水質検査計画とは、水源からご家庭の蛇口に至るまでの適正な水質管理を行うために、

水質検査項目や検査回数などを定めたもので、毎事業年度の開始前に策定し公表すること

としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．基本方針 

（１）採水場所は、浄水場などの取水系統を代表する端末蛇口及び浄水場又は送水場（以

下「浄水場等」という）出口とします。原水（浄水場等で処理する前の水）におい

ても水質の確認のため検査を行います。 

（２）項目は、水道法で検査が義務付けられている水質基準項目（５１項目）及び水質管

理上必要と判断した項目について行います。 

（３）検査回数 

  ①水道法に基づき、色、濁り、残留塩素等の検査は蛇口で１日に１回行います。また、

一般細菌、大腸菌等の９項目の検査については、浄水場等出口、蛇口で１月に１回

（年１２回）の検査を行います。 

  ②年１回あるいは３年に１回以上に検査の回数を緩和することができる水質基準項目

についても、水質が良好で安全であることを確認するため浄水場等出口、蛇口で、

年１～12回の検査を行います。 

  ③検査回数は、水源の種類、検査する項目のこれまでの検出状況（過去３年間）など

を考慮して定めます。また、検査の回数は毎年見直しをします。 

 

２．水道事業の概要 

（１）給水状況 

  令和２年度の富良野市水道の給水状況は以下のとおりです。 

 

（２）配水系統 

富良野市の水道の配水系統は各浄水場等と考え、上水道事業（以下「上水道」という）

１地区２系統、簡易水道事業（以下「簡易水道」という）６地区６系統を併せた合計８

系統です。 

（３）浄水施設の概要 

皆様に供給する水道水は、地下水、伏流水、表流水、湧水を水源とし必要な処理を行

った後、直接あるいは浄水場等から配水池に送り、自然流下あるいはポンプ加圧により

常においしい水道水を供給しています。水道施設の管理は富良野市上下水道課が行って

います。 

 

区 分 上 水 道 簡 易 水 道 合 計 

給 水 人 口 １５，２０８人 １，４１０人 １６，６１８人 

普 及 率 ９２．３２％ ７８．０３％ ９０．９１％ 

給 水 戸 数 ７，６８２戸 ６９４戸 ８，３７６戸 

１日最大給水量 ６，１２４㎥ ７３４㎥  

１日平均給水量 ５，２８０㎥ ４９２㎥ 



  富良野市における各浄水場等の施設概要は次表のとおりです。 

①水源施設 

１）上水道施設 

２）簡易水道施設 

②配水施設 

１）上水道施設 

施設名 所在地 配水池数 配水池容量（㎥） 配水方式 

低区配水池 富良野市下御料 2282-37 ２ １，６００ 自然流下 

中区配水池 富良野市中御料 2283-81 ２ ３，２００ 自然流下 

高区配水池 富良野市北の峰 2150-1 ２ ５００ 自然流下 

高区送水場 富良野市字北の峰 1971-21 － － － 

２）簡易水道施設 

施設名 所在地 配水池数 配水池容量（㎥） 配水方式 

山部配水池 富良野市山部 2632-1 ２ ３６９ 加圧方式 

布部配水池 
富良野市布部 

（東京大学農学部付属北海道演習林第 35林班内） 
２ １３０ 自然流下 

学田配水池 富良野市学田 1161-39 ２ ９３ 自然流下 

島の下配水池 富良野市島の下 10907-1 ５ ２７３ 自然流下 

東山配水池 富良野市東山 5111 ３ １３５ 自然流下 

東山増圧ポンプ場 富良野市東山共栄 5132-1 － － ポンプ加圧 

 

施設名 所在地 原水の種類 井戸数 
施設能力 
（㎥/日） 

浄水処理方式 使用薬品 

下五区 
水源送水場 

富良野市 
下五区 7312-2 

伏流水 
石狩川水系空知川 

（浅）１ ６，５００ 塩素処理 次亜塩素酸ナトリウム 

中五区 

水源送水場 

富良野市 

中五区 7385-1 

地下水 

（深井戸） 
（深）３ ２，５００ 塩素処理 次亜塩素酸ナトリウム 

施設名 所在地 原水の種類 井戸数 
施設能力 

（㎥/日） 
浄水処理方式 使用薬品 

山部浄水場 
富良野市 

山部 2632-1 

地下水 

（深井戸） 
（深）２ ６６５ 塩素処理 次亜塩素酸ナトリウム 

布部浄水場 
富良野市 

布部 11432-2 

地下水 

（深井戸） 
（深）１ １３５ 塩素処理 次亜塩素酸ナトリウム 

学田浄水場 
富良野市 

西学田 4169-2 

地下水 

（深井戸） 
（深）１ ８４ 塩素処理 次亜塩素酸ナトリウム 

富丘浄水場 
富良野市 

ﾍﾟﾍﾟﾙｲ 1737-5 
湧水 

布礼別川支流無名川 
－ ９０ 塩素処理 次亜塩素酸ナトリウム 

島の下浄水場 
富良野市 
島の下

10907-1 

地下水 
表流水 

空知川支流尻岸馬内川 

（浅）１ 
－ 

２５２ 
凝集沈殿 
急速ろ過 

ポリ塩化アルミニウム 

ソーダ灰 

次亜塩素酸ナトリウム 

東山浄水場 
富良野市 
東山 5111 

地下水 
表流水 

老節布支流東川 

（浅）１ 
－ 

１２５ 
凝集沈殿 
急速ろ過 

ポリ塩化アルミニウム 

ソーダ灰 

次亜塩素酸ナトリウム 



３．原水水質並びに水道水の水質状況 

（１）原水水質の状況 

  原水水質の状況として、過去のデータなどから各浄水場等における原水水質の汚染要

因及び水質管理上注目しなければならない水質検査項目を次表に示しました。 

 原水の汚染要因 水質管理上注目すべき水質項目 

下五区水源送水場 窒素肥料、腐敗した動植物、家庭排水など 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

中五区水源送水場 
工場排水、自然由来など 六価クロム化合物 

窒素肥料、腐敗した動植物、家庭排水など 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

山部浄水場 窒素肥料、腐敗した動植物、家庭排水など 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

布部浄水場 窒素肥料、腐敗した動植物、家庭排水など 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

学田浄水場 銅、鉄など鉱物の共存、自然由来など ヒ素及びその化合物 

島の下浄水場 
鉱泉水など ホウ素及びその化合物 

降雨及び融雪時による高濁水の発生 濁度、色度、PH 

東山浄水場 降雨及び融雪時による高濁水の発生 濁度、色度、PH 

本市では、水源、原水など汚染の要因の監視や水質管理上注目すべき項目について定

期的に検査を行うとともに適正な浄水処理を行って、市民の皆様に安全でおいしい水道

水をお使いいただいてます。 

（２）水道水の水質状況 

  水道水の水質状況につきましては、水道法に基づき毎日検査（自動水質連続監視機器

を含む）など行って水道水の安全性を確認しております。また、浄水場ごとの水道水の

水質状況は次のとおりです。 

①下五区水源送水場：基準値内ではありますが、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素がやや高

く水道水が安全であることを確認するため定期的に検査を行っています。また、硬度

や蒸発残留物もやや高い傾向にありますが、水道水の水質に問題ありません。 

 ②中五区水源送水場：他の水源に比べて六価クロムが若干含まれていますが、過去から

の値と変動が無く基準値内で問題ありません。 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素についても基準値内ではありますがやや高く水道水が安

全であることを確認するため定期的に検査を行っています。また、硬度や蒸発残留物

もやや高い傾向にありますが、水道水の水質に問題ありません。 

 ③山部浄水場：基準値内ではありますが、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素がやや高く水道

水が安全であることを確認するため定期的に検査を行っています。また、硬度や蒸発

残留物もやや高い傾向にありますが、水道水の水質に問題ありません。 

 ④布部浄水場：基準値内ではありますが、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素がやや高く水道

水が安全であることを確認するため定期的に検査を行っています。また、硬度や蒸発

残留物もやや高い傾向にありますが、水道水の水質に問題ありません。 

 



 ⑤学田浄水場：他の水源に比べてヒ素が若干含まれていますが、過去からの値と変動が

無く基準値内で問題ありません。 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素については基準値内ではありますが、やや高く水道水が

安全であることを確認するため定期的に検査を行っています。また、蒸発残留物もや

や高い傾向にありますが、水道水の水質に問題ありません。 

⑥富丘浄水場：基準値内ではありますが、蒸発残留物がやや高い傾向にあります。しか

し、水道水の水質に問題ありません。 

 ⑦島の下浄水場：原水ＰＨが高めで、浄水処理の過程でアルミニウム系凝集剤の使用に

よるアルミニウムが漏出することがないよう注意して運転しています。また、鉱泉の

湧水する地域であり、その影響を受けてホウ素が若干含まれていますが、基準値内で

あり問題ありません。 

  アルミニウム及びその化合物、ホウ素及びその化合物についても基準値内ではありま

すが、やや高く水道水が安全であることを確認するため定期的に検査を行っています。

また、蒸発残留物もやや高い傾向にありますが、水道水の水質に問題ありません。 

 ⑧東山浄水場：浄水処理過程でアルミニウム系凝集剤の使用によるアルミニウムが漏出

することがないよう注意して運転しています。 

基準値内ではありますが、蒸発残留物がやや高く水道水が安全であることを確認する

ため定期的に検査を行っており、水道水の水質に問題ありません。 

 

４．採水場所 

  浄水処理が適正に行われていることを確認するために、各浄水場出口または配水系統

ごとの末端などの蛇口で水質基準項目の検査を実施します。（別図） 

 

５．水質検査項目並びに検査回数 

（１）法令に基づく水質検査 

  各浄水場の水質基準項目（５１項目）の水質検査を、浄水場出口または蛇口で行いま

す。 

（２）検査回数（別表、水道水質検査計画表） 

 １）水質検査計画表の項目のうち、No1,2,38,46～51の検査を月１回行います。 

 ２）水質検査計画表のうち１）以外の検査は、次のような検査回数とします。 

  ①消毒副生成物項目は、No10,21～31の検査を３ヶ月に１回行います。 

  ②上記以外の項目は、過去の検査結果から省略可能な項目とし年１回以上あるいは３

年１回以上に検査頻度を緩和することが可能な項目でありますが、水道水の安全性

の確認のため年１回または、基準値に応じて検査を３ヶ月に１回行います。 

  ③毎日検査の項目は、色、濁り、消毒の残留効果の検査は自動水質連続監視機器を含

め１日１回行います。 



（３）本市が独自に行う水質検査項目と検査回数 

 １）原水に係る水質検査項目及び回数は、水質検査表の項目のうち消毒副生成物の項目

を除く全ての項目を水質管理上留意すべきものとして年１回行います。 

 ２）地下水を水源とする水質検査項目として、クリプトスポリジウム及びジアルジア汚

染のおそれを監視するため指標菌検査（大腸菌（ＭＰＮ）、嫌気性芽胞菌）を維持管

理上留意すべきものとして毎月行います。 

 ３）表流水を水源とする水質検査項目として、指標菌検査（大腸菌（ＭＰＮ）、嫌気性

芽胞菌）を毎月行うと共に、クリプトスポリジウム及びジアルジア汚染のおそれを監

視するための検査を維持管理上留意すべきものとして３ヶ月に１回行います。 

 

６．水質検査方法 

  水質基準項目等の検査は、水道法第 20条第３項に規定する厚生労働大臣の登録を受け

た者に委託をして実施します。 

  検査方法は、「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法」に

よって行います。 

 

７．臨時の水質検査 

  水源等で次に示すような水質の変化があり、蛇口での水が水質基準に適合しない恐れ

がある場合には、臨時の水質検査を実施します。 

（１）水源の水質が著しく悪化したとき。 

（２）水源に異常があったとき。 

（３）水源付近、給水区域及びその周辺等において消化器系伝染病が流行しているとき。 

（４）浄水過程に異常があったとき。 

（５）配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染された恐れがあるとき。 

（６）その他特に必要があると認められるとき。 

 

８．水質検査結果の公表 

  水質検査計画に基づき水質検査を行い、その結果を上下水道課（水道）ホームページ

に掲載するほか、上下水道課で閲覧できます。また、水質検査計画は水質結果の評価を

行って見直し、事業年度ごとに策定します。 

 

９．水質検査結果の精度と信頼性保証 

  水道水の安全性、安定性を確保し、市民に信頼される水道水を供給するためには、水

質検査において精度と信頼性の保証はきわめて重要です。そのため、水質検査を委託し

た登録機関に対し、水質検査の精度管理に関する実施報告書の審査を実施して、水質検

査精度の向上と信頼性保証に努めます。 



10．関係者との連携 

  水道水における水質事故発生の場合には、厚生労働省、北海道富良野保健所（北海道

上川総合振興局保健環境部富良野地域保健室）、市町村等の関係各機関と連携し、情報

交換を図りながら対策を講じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝ 水 質 検 査 計 画 に 関 す る お 問 合 せ 先 ＝  

 

富良野市建設水道部上下水道課 

〒 076-8555 

富 良 野 市 弥 生 町 １ 番 １ 号 

    ℡ 0167-39-2317 

令和４年 ４月  発行 



施設名称

原水種別

Ⅰ 定期水質検査 1 原水検査 7月実施

2 浄水検査 ①毎日検査

②定期検査

Ⅱ 水質管理において留意すべき事項

Ⅲ 水質検査の委託 1 委託内容

2 委託機関

過去3年の

項 目 検査頻度 R1年度 R2年度 R3年度 最大値 1/5未満 1/10以下 1/5以上

1回/年 1回/3年 1回/3月

1 一般細菌 不可 1回/月 100集落/ml 0 0 0 0 12 各月

2 大腸菌 不可 1回/月 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出 12 各月

3 カドミウム及びその化合物 1回/3年 0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 ○ 1 8

4 水銀及びその化合物 1回/3年 0.0005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 ○ 1 8

5 セレン及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

6 鉛及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

7 ヒ素及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

8 六価クロム化合物 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

9 亜硝酸態窒素 1回/3年 0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 ○ 1 8

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 1回/3月 10 4.55 4.85 7.60 7.60 ○ 12 各月

12 フッ素及びその化合物 1回/3年 0.8 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 ○ 1 8

13 ホウ素及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 ○ 1 8

14 四塩化炭素 1回/3年 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 ○ 1 8

15 1,4-ジオキサン 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

1回/3年 0.04 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

17 ジクロロメタン 1回/3年 0.02 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

18 テトラクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

19 トリクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

20 ベンゼン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

21 塩素酸 不可 1回/3月 0.6 <0.05 <0.05 0.10 0.10 4 5・8・11・2

22 クロロ酢酸 不可 1回/3月 0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

23 クロロホルム 不可 1回/3月 0.06 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

24 ジクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

25 ジブロモクロロメタン 不可 1回/3月 0.1 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

26 臭素酸 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

27 総トリハロメタン 不可 1回/3月 0.1 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

28 トリクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

29 ブロモジクロロメタン 不可 1回/3月 0.03 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

30 ブロモホルム 不可 1回/3月 0.09 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

31 ホルムアルデヒド 不可 1回/3月 0.08 <0.008 <0.008 <0.008 <0.008 4 5・8・11・2

32 亜鉛及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 0.02 0.02 ○ 1 8

33 アルミニウム及びその化合物 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

34 鉄及びその化合物 1回/3年 0.3 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 ○ 1 8

35 銅及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ○ 1 8

36 ナトリウム及びその化合物 1回/3年 200 4.8 5 5.2 5.2 ○ 1 8

37 マンガン及びその化合物 1回/3年 0.05 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 ○ 1 8

38 塩化物イオン 不可 1回/月 200 6.8 6.9 7.5 7.5 12 各月

39 ｶﾙｼｳﾑ,ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 1回/3月 300 105 98 114 114 ○ 4 5・8・11・2

40 蒸発残留物 1回/3月 500 144 141 173 173 ○ 4 5・8・11・2

41 陰イオン界面活性剤 1回/3年 0.2 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 ○ 1 8

42 ジェオスミン
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

43 2-メチルイソボルネオール
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

44 非イオン界面活性剤 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

45 フェノール類 1回/3年 0.005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 ○ 1 8

46 有機物（全有機炭素(TOC)の量） 不可 1回/月 3 0.5 0.5 0.6 0.6 12 各月

47 pH値 不可 1回/3月 5.8～8.6 7.0 6.9 7.0 7.2 12 各月

48 味 不可 1回/月 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

49 臭気 不可 1回/月 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

50 色度 不可 1回/3月 5度 0.5 0.7 0.7 0.7 12 各月

51 濁度 不可 1回/3月 2度 <0.1 0.1 0.7 0.7 12 各月

無機物
質・重
金属

味覚

色

味覚

発泡

一般有機
化学物質

消毒剤・消
毒副生成物

色

省略
の可
否

基準値
(mg/l)

基準値との比較各年度の水質結果（最大値）

浄水検査
実 施 月

実施
計画
（回/
年）

水道事業者

区分

病原生物

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩素酸、カルシウム マグネシウム等（硬度）、蒸発残留物、色度、濁度

基礎的性
状

におい

発泡

におい

味覚

番号

令和4年度水道水質検査計画表

①原水検査 ②浄水検査（毎月、3箇月、1年検査）

（計画表の21から31項までを除く39項目の水道原水検査）

水道法第20条第3項に規定する厚生労働大臣の登録を受けた検査機関

（色、濁り、消毒の残留効果）

（下記表の項目）

富良野市

上水道下五区水源送水場

伏流水（石狩川水系空知川）



施設名称

原水種別

Ⅰ 定期水質検査 1 原水検査 7月実施

2 浄水検査 ①毎日検査

②定期検査

Ⅱ 水質管理において留意すべき事項

Ⅲ 水質検査の委託 1 委託内容

2 委託機関

過去3年の

項 目 検査頻度 R1年度 R2年度 R3年度 最大値 1/5未満 1/10以下 1/5以上

1回/年 1回/3年 1回/3月

1 一般細菌 不可 1回/月 100個/ml 0 0 0 0 12 各月

2 大腸菌 不可 1回/月 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出 12 各月

3 カドミウム及びその化合物 1回/3年 0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 ○ 1 8

4 水銀及びその化合物 1回/3年 0.0005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 ○ 1 8

5 セレン及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

6 鉛及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

7 ヒ素及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

8 六価クロム化合物 1回/年 0.02 0.009 0.01 0.009 0.01 ○ 4 5・8・11・2

9 亜硝酸態窒素 1回/3年 0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 ○ 1 8

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 1回/3月 10 5.11 5.74 5.33 5.74 ○ 12 各月

12 フッ素及びその化合物 1回/3年 0.8 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 ○ 1 8

13 ホウ素及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 ○ 1 8

14 四塩化炭素 1回/3年 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 ○ 1 8

15 1,4-ジオキサン 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

1回/3年 0.04 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

17 ジクロロメタン 1回/3年 0.02 0.001 0.001 0.001 0.001 ○ 1 8

18 テトラクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

19 トリクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

20 ベンゼン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

21 塩素酸 不可 1回/3月 0.6 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 4 5・8・11・2

22 クロロ酢酸 不可 1回/3月 0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

23 クロロホルム 不可 1回/3月 0.06 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

24 ジクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

25 ジブロモクロロメタン 不可 1回/3月 0.1 0.001 0.001 0.002 0.002 4 5・8・11・2

26 臭素酸 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

27 総トリハロメタン 不可 1回/3月 0.1 0.002 0.002 0.004 0.004 4 5・8・11・2

28 トリクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

29 ブロモジクロロメタン 不可 1回/3月 0.03 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

30 ブロモホルム 不可 1回/3月 0.09 0.001 0.001 0.002 0.002 4 5・8・11・2

31 ホルムアルデヒド 不可 1回/3月 0.08 <0.008 <0.008 <0.008 <0.008 4 5・8・11・2

32 亜鉛及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ○ 1 8

33 アルミニウム及びその化合物 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

34 鉄及びその化合物 1回/3年 0.3 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 ○ 1 8

35 銅及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ○ 1 8

36 ナトリウム及びその化合物 1回/3年 200 6.1 6.2 6 6.2 ○ 1 8

37 マンガン及びその化合物 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

38 塩化物イオン 不可 1回/月 200 7.7 8.8 9.8 9.8 12 各月

39 ｶﾙｼｳﾑ,ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 1回/3月 300 138 141 143 143 ○ 4 5・8・11・2

40 蒸発残留物 1回/3月 500 188 190 190 190 ○ 4 5・8・11・2

41 陰イオン界面活性剤 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

42 ジェオスミン
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

43 2-メチルイソボルネオール
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

44 非イオン界面活性剤 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

45 フェノール類 1回/3年 0.005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 ○ 1 8

46 有機物（全有機炭素(TOC)の量） 不可 1回/月 3 0.3 0.3 0.4 0.4 12 各月

47 pH値 不可 4回/年 5.8～8.6 7.6 7.5 7.4 7.6 12 各月

48 味 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

49 臭気 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

50 色度 不可 4回/年 5度 0.6 0.6 0.6 0.6 12 各月

51 濁度 不可 4回/年 2度 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12 各月

発泡

無機物
質・重
金属

（色、濁り、消毒の残留効果）

（下記表の項目）

①原水検査 ②浄水検査（毎月、3箇月、1年検査）

六価クロム化合物、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩素酸、カルシウム マグネシウム等（硬度）、蒸発残留物、色度、濁度

基礎的性
状

味覚

発泡

におい

味覚

令和4年度水道水質検査計画表
富良野市

上水道中五区水源送水場

地下水（深井戸）

消毒剤・消
毒副生成物

病原生物

一般有機
化学物質

番号

実施
計画
（回/
年）

省略
の可
否

基準値
(mg/l)

基準値との比較

におい

色

味覚

色

各年度の水質結果（最大値）

水道事業者

区分

水道法第20条第3項に規定する厚生労働大臣の登録を受けた検査機関

（計画表の21から31項までを除く39項目の水道原水検査）

浄水検査
実 施 月



施設名称

原水種別

Ⅰ 定期水質検査 1 原水検査 7月実施

2 浄水検査 ①毎日検査

②定期検査

Ⅱ 水質管理において留意すべき事項

Ⅲ 水質検査の委託 1 委託内容

2 委託機関

過去3年の

項 目 検査頻度 R1年度 R2年度 R3年度 最大値 1/5未満 1/10以下 1/5以上

1回/年 1回/3年 1回/3月

1 一般細菌 不可 1回/月 100個/ml 0 0 0 0 12 各月

2 大腸菌 不可 1回/月 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 12 各月

3 カドミウム及びその化合物 1回/3年 0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 ○ 1 8

4 水銀及びその化合物 1回/3年 0.0005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 ○ 1 8

5 セレン及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

6 鉛及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

7 ヒ素及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

8 六価クロム化合物 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

9 亜硝酸態窒素 1回/3年 0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 ○ 1 8

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 1回/3年 10 0.39 0.41 0.4 0.41 ○ 1 8

12 フッ素及びその化合物 1回/3年 0.8 0.08 0.09 0.09 0.09 ○ 1 8

13 ホウ素及びその化合物 1回/3月 1.0 0.6 0.6 0.5 0.6 ○ 4 5・8・11・2

14 四塩化炭素 1回/3年 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 ○ 1 8

15 1,4-ジオキサン 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

1回/3年 0.04 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

17 ジクロロメタン 1回/3年 0.02 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

18 テトラクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

19 トリクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

20 ベンゼン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

21 塩素酸 不可 1回/3月 0.6 <0.05 0.1 <0.05 0.1 4 5・8・11・2

22 クロロ酢酸 不可 1回/3月 0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

23 クロロホルム 不可 1回/3月 0.06 0.002 0.005 0.005 0.005 4 5・8・11・2

24 ジクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

25 ジブロモクロロメタン 不可 1回/3月 0.1 0.003 0.006 0.004 0.006 4 5・8・11・2

26 臭素酸 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

27 総トリハロメタン 不可 1回/3月 0.1 0.005 0.014 0.008 0.014 4 5・8・11・2

28 トリクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

29 ブロモジクロロメタン 不可 1回/3月 0.03 0.002 0.002 0.002 0.002 4 5・8・11・2

30 ブロモホルム 不可 1回/3月 0.09 0.002 0.002 0.002 0.002 4 5・8・11・3

31 ホルムアルデヒド 不可 1回/3月 0.08 <0.008 <0.008 <0.008 <0.008 4 5・8・11・2

32 亜鉛及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ○ 1 8

33 アルミニウム及びその化合物 1回/3月 0.2 0.05 0.13 0.02 0.13 ○ 4 5・8・11・2

34 鉄及びその化合物 1回/3年 0.3 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 ○ 1 8

35 銅及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ○ 1 8

36 ナトリウム及びその化合物 1回/3年 200 15.9 21.8 14 21.8 ○ 1 8

37 マンガン及びその化合物 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

38 塩化物イオン 不可 1回/月 200 26.8 21.1 24.1 26.8 12 各月

39 ｶﾙｼｳﾑ,ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 1回/年 300 42.5 40.5 42 42.5 ○ 1 8

40 蒸発残留物 1回/年 500 99 107 88 107 ○ 4 5・8・11・2

41 陰イオン界面活性剤 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

42 ジェオスミン
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

43 2-メチルイソボルネオール
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

44 非イオン界面活性剤 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

45 フェノール類 1回/3年 0.005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 ○ 1 8

46 有機物（全有機炭素(TOC)の量） 不可 1回/月 3 0.7 1 0.9 1 12 各月

47 pH値 不可 1回/3月 5.8～8.6 7.7 7.7 7.2 7.7 12 各月

48 味 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

49 臭気 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

50 色度 不可 1回/3月 5度 0.5 0.8 <0.5 0.8 12 各月

51 濁度 不可 1回/3月 2度 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12 各月

消毒剤・消
毒副生成物

味覚

味覚

味覚

発泡

色

病原生物

無機物
質・重
金属

省略
の可
否

基準値
(mg/l)

基準値との比較

区分

色

におい

実施
計画
（回/
年）

ホウ素及びその化合物、塩素酸、ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びその化合物、蒸発残留物、pH値、色度、濁度

一般有機
化学物質

（下記表の項目）

基礎的性
状

におい

発泡

水道法第20条第3項に規定する厚生労働大臣の登録を受けた検査機関

各年度の水質結果（最大値）

①原水検査 ②浄水検査（毎月、3箇月、1年検査）

令和4年度水道水質検査計画表

浄水検査
実 施 月

富良野市

島の下地区簡易水道

表流水（尻岸馬内川）

（計画表の21から31項までを除く39項目の水道原水検査）

（色、濁り、消毒の残留効果）

浅層地下水

水道事業者

番号



施設名称

原水種別

Ⅰ 定期水質検査 1 原水検査 7月実施

2 浄水検査 ①毎日検査

②定期検査

Ⅱ 水質管理において留意すべき事項

Ⅲ 水質検査の委託 1 委託内容

2 委託機関

過去3年の

項 目 検査頻度 R1年度 R2年度 R3年度 最大値 1/5未満 1/10以下 1/5以上

1回/年 1回/3年 1回/3月

1 一般細菌 不可 1回/月 100個/ml 0 0 0 0 12 各月

2 大腸菌 不可 1回/月 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 12 各月

3 カドミウム及びその化合物 1回/3年 0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 ○ 1 8

4 水銀及びその化合物 1回/3年 0.0005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 ○ 1 8

5 セレン及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

6 鉛及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

7 ヒ素及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

8 六価クロム化合物 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

9 亜硝酸態窒素 1回/3年 0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 ○ 1 8

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 1回/3年 10 0.73 0.84 0.78 0.84 ○ 1 8

12 フッ素及びその化合物 1回/3年 0.8 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 ○ 1 8

13 ホウ素及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.1 <0.1 <0.1 ＜0.1 ○ 1 8

14 四塩化炭素 1回/3年 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 ○ 1 8

15 1,4-ジオキサン 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

1回/3年 0.04 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

17 ジクロロメタン 1回/3年 0.02 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

18 テトラクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

19 トリクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

20 ベンゼン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

21 塩素酸 不可 1回/3月 0.6 0.21 0.23 <0.06 0.23 4 5・8・11・2

22 クロロ酢酸 不可 1回/3月 0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

23 クロロホルム 不可 1回/3月 0.06 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

24 ジクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

25 ジブロモクロロメタン 不可 1回/3月 0.1 0.001 0.001 0.001 0.001 4 5・8・11・2

26 臭素酸 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

27 総トリハロメタン 不可 1回/3月 0.1 0.001 0.001 0.001 0.001 4 5・8・11・2

28 トリクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

29 ブロモジクロロメタン 不可 1回/3月 0.03 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

30 ブロモホルム 不可 1回/3月 0.09 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

31 ホルムアルデヒド 不可 1回/3月 0.08 <0.008 <0.008 <0.008 <0.008 4 5・8・11・2

32 亜鉛及びその化合物 1回/3年 1.0 0.01 0.01 0.01 0.01 ○ 1 8

33 アルミニウム及びその化合物 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 4 5・8・11・2

34 鉄及びその化合物 1回/3年 0.3 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 ○ 1 8

35 銅及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ○ 1 8

36 ナトリウム及びその化合物 1回/3年 200 8.1 7.8 6.2 8.1 ○ 1 8

37 マンガン及びその化合物 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

38 塩化物イオン 不可 1回/月 200 6.8 6.5 6.6 6.8 12 各月

39 ｶﾙｼｳﾑ,ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 1回/3年 300 8.7 9.0 9.1 9.1 ○ 1 8

40 蒸発残留物 1回/年 500 68 56 61 68 ○ 1 8

41 陰イオン界面活性剤 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

42 ジェオスミン
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

43 2-メチルイソボルネオール
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

44 非イオン界面活性剤 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

45 フェノール類 1回/3年 0.005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 ○ 1 8

46 有機物（全有機炭素(TOC)の量） 不可 1回/月 3 0.3 0.3 0.3 0.3 12 各月

47 pH値 不可 1回/3月 5.8～8.6 7.1 7.1 6.9 7.1 12 各月

48 味 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

49 臭気 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

50 色度 不可 1回/3月 5度 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 12 各月

51 濁度 不可 1回/3月 2度 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12 各月

味覚

味覚

色

味覚

発泡

病原生物

無機物
質・重
金属

におい

実施
計画
（回/
年）

におい

発泡

一般有機
化学物質

消毒剤・消
毒副生成物

色

①原水検査 ②浄水検査（毎月、3箇月、1年検査）

富良野市

東山市街地区簡易水道

省略
の可
否

水道法第20条第3項に規定する厚生労働大臣の登録を受けた検査機関

塩素酸、ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びその化合物、蒸発残留物、pH値、色度、濁度

基準値
(mg/l)

基準値との比較各年度の水質結果（最大値）

区分

水道事業者

番号

基礎的性
状

令和4年度水道水質検査計画表

浄水検査
実 施 月

表流水（老節布川支流東川）

（計画表の21から31項までを除く39項目の水道原水検査）

（色、濁り、消毒の残留効果）

（下記表の項目）



施設名称

原水種別

Ⅰ 定期水質検査 1 原水検査 7月実施

2 浄水検査 ①毎日検査

②定期検査

Ⅱ 水質管理において留意すべき事項

Ⅲ 水質検査の委託 1 委託内容

2 委託機関

過去3年の

項 目 検査頻度 R1年度 R2年度 R3年度 最大値 1/5未満 1/10以下 1/5以上

1回/年 1回/3年 1回/3月

1 一般細菌 不可 1回/月 100個/ml 0 0 0 0 12 各月

2 大腸菌 不可 1回/月 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 12 各月

3 カドミウム及びその化合物 1回/3年 0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 ○ 1 8

4 水銀及びその化合物 1回/3年 0.0005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 ○ 1 8

5 セレン及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

6 鉛及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

7 ヒ素及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

8 六価クロム化合物 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

9 亜硝酸態窒素 1回/3年 0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 ○ 1 8

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 1回/3月 10 5.72 6.16 5.83 6.16 ○ 12 各月

12 フッ素及びその化合物 1回/3年 0.8 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 ○ 1 8

13 ホウ素及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 ○ 1 8

14 四塩化炭素 1回/3年 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 ○ 1 8

15 1,4-ジオキサン 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

1回/3年 0.04 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

17 ジクロロメタン 1回/3年 0.02 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

18 テトラクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

19 トリクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

20 ベンゼン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

21 塩素酸 不可 1回/3月 0.6 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 4 5・8・11・2

22 クロロ酢酸 不可 1回/3月 0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

23 クロロホルム 不可 1回/3月 0.06 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

24 ジクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

25 ジブロモクロロメタン 不可 1回/3月 0.1 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

26 臭素酸 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

27 総トリハロメタン 不可 1回/3月 0.1 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

28 トリクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

29 ブロモジクロロメタン 不可 1回/3月 0.03 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

30 ブロモホルム 不可 1回/3月 0.09 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

31 ホルムアルデヒド 不可 1回/3月 0.08 <0.008 <0.008 <0.008 <0.008 4 5・8・11・2

32 亜鉛及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ○ 1 8

33 アルミニウム及びその化合物 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

34 鉄及びその化合物 1回/3年 0.3 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 ○ 1 8

35 銅及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ○ 1 8

36 ナトリウム及びその化合物 1回/3年 200 6.3 6.4 6.1 6.4 ○ 1 8

37 マンガン及びその化合物 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

38 塩化物イオン 不可 1回/月 200 6.1 6.6 5.8 6.6 12 各月

39 ｶﾙｼｳﾑ,ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 1回/3月 300 86.0 87.1 84.5 87.1 ○ 4 5・8・11・2

40 蒸発残留物 1回/3月 500 152 152 160 160 ○ 4 5・8・11・2

41 陰イオン界面活性剤 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

42 ジェオスミン
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

43 2-メチルイソボルネオール
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

44 非イオン界面活性剤 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

45 フェノール類 1回/3年 0.005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 ○ 1 8

46 有機物（全有機炭素(TOC)の量） 不可 1回/月 3 0.2 0.2 0.2 0.2 12 各月

47 pH値 不可 1回/3月 5.8～8.6 7.7 7.7 7.7 7.7 12 各月

48 味 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

49 臭気 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

50 色度 不可 1回/3月 5度 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 12 各月

51 濁度 不可 1回/3月 2度 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12 各月

富良野市

地下水（深井戸）

区分

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩素酸、カルシウム マグネシウム等（硬度）、蒸発残留物、色度、濁度

（下記表の項目）

①原水検査 ②浄水検査（毎月、3箇月、1年検査）

水道事業者

色

基準値との比較各年度の水質結果（最大値）

無機物
質・重
金属

一般有機
化学物質

消毒剤・消
毒副生成物

令和4年度水道水質検査計画表

（色、濁り、消毒の残留効果）

山部市街地区簡易水道

病原生物

水道法第20条第3項に規定する厚生労働大臣の登録を受けた検査機関

（計画表の21から31項までを除く39項目の水道原水検査）

実施
計画
（回/
年）

浄水検査
実 施 月

省略
の可
否

基準値
(mg/l)

番号

発泡

におい

味覚

基礎的性
状

味覚

発泡

におい

味覚

色



施設名称

原水種別

Ⅰ 定期水質検査 1 原水検査 7月実施

2 浄水検査 ①毎日検査

②定期検査

Ⅱ 水質管理において留意すべき事項

Ⅲ 水質検査の委託 1 委託内容

2 委託機関

過去3年の

項 目 検査頻度 R1年度 R2年度 R3年度 最大値 1/5未満 1/10以下 1/5以上

1回/年 1回/3年 1回/3月

1 一般細菌 不可 1回/月 100個/ml 0 0 0 0 12 各月

2 大腸菌 不可 1回/月 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 12 各月

3 カドミウム及びその化合物 1回/3年 0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 ○ 1 8

4 水銀及びその化合物 1回/3年 0.0005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 ○ 1 8

5 セレン及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

6 鉛及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

7 ヒ素及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

8 六価クロム化合物 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

9 亜硝酸態窒素 1回/3年 0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 ○ 1 8

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 1回/3月 10 3.69 4.01 4.44 4.44 ○ 12 各月

12 フッ素及びその化合物 1回/3年 0.8 <0.05 <0.05 0.05 <0.05 ○ 1 8

13 ホウ素及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 ○ 1 8

14 四塩化炭素 1回/3年 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 ○ 1 8

15 1,4-ジオキサン 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

1回/3年 0.04 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

17 ジクロロメタン 1回/3年 0.02 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

18 テトラクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

19 トリクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

20 ベンゼン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

21 塩素酸 不可 1回/3月 0.6 <0.05 <0.05 0.07 <0.05 4 5・8・11・2

22 クロロ酢酸 不可 1回/3月 0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

23 クロロホルム 不可 1回/3月 0.06 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

24 ジクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

25 ジブロモクロロメタン 不可 1回/3月 0.1 0.003 0.003 0.003 0.003 4 5・8・11・2

26 臭素酸 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

27 総トリハロメタン 不可 1回/3月 0.1 0.005 0.006 0.006 0.007 4 5・8・11・2

28 トリクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

29 ブロモジクロロメタン 不可 1回/3月 0.03 0.002 0.001 0.001 0.002 4 5・8・11・2

30 ブロモホルム 不可 1回/3月 0.09 0.001 0.002 0.002 0.002 4 5・8・11・2

31 ホルムアルデヒド 不可 1回/3月 0.08 <0.008 <0.008 <0.008 <0.008 4 5・8・11・2

32 亜鉛及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ○ 1 8

33 アルミニウム及びその化合物 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

34 鉄及びその化合物 1回/3年 0.3 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 ○ 1 8

35 銅及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 ○ 1 8

36 ナトリウム及びその化合物 1回/3年 200 6.9 7.0 7.0 7.0 ○ 1 8

37 マンガン及びその化合物 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

38 塩化物イオン 不可 1回/月 200 5.8 6.6 6.6 6.6 12 各月

39 ｶﾙｼｳﾑ,ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 1回/3月 300 144 141 148 148 ○ 4 5・8・11・2

40 蒸発残留物 1回/3月 500 186 183 194 194 ○ 4 5・8・11・2

41 陰イオン界面活性剤 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

42 ジェオスミン
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

43 2-メチルイソボルネオール
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

44 非イオン界面活性剤 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

45 フェノール類 1回/3年 0.005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 ○ 1 8

46 有機物（全有機炭素(TOC)の量） 不可 1回/月 3 0.6 0.5 0.5 0.6 12 各月

47 pH値 不可 1回/3月 5.8～8.6 7.1 7.2 7.1 7.2 12 各月

48 味 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

49 臭気 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

50 色度 不可 1回/3月 5度 0.7 <0.5 <0.5 0.7 12 各月

51 濁度 不可 1回/3月 2度 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12 各月

令和4年度水道水質検査計画表

（色、濁り、消毒の残留効果）

（下記表の項目）

①原水検査 ②浄水検査（毎月、3箇月、1年検査）

富良野市

水道法第20条第3項に規定する厚生労働大臣の登録を受けた検査機関

（計画表の21から31項までを除く39項目の水道原水検査）

水道事業者

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩素酸、カルシウム マグネシウム等（硬度）、蒸発残留物、色度、濁度

布部市街地区簡易水道

各年度の水質結果（最大値）

色

味覚

区分

病原生物

番号

地下水（深井戸）

実施
計画
（回/
年）

省略
の可
否

無機物
質・重
金属

発泡

一般有機
化学物質

基準値
(mg/l)

基準値との比較

色

味覚

消毒剤・消
毒副生成物

浄水検査
実 施 月

味覚

基礎的性
状

におい

発泡

におい



施設名称

原水種別

Ⅰ 定期水質検査 1 原水検査 7月実施

2 浄水検査 ①毎日検査

②定期検査

Ⅱ 水質管理において留意すべき事項

Ⅲ 水質検査の委託 1 委託内容

2 委託機関

過去3年の

項 目 検査頻度 R1年度 R2年度 R3年度 最大値 1/5未満 1/10以下 1/5以上

1回/年 1回/3年 1回/3月

1 一般細菌 不可 1回/月 100個/ml 72 0 0 72 12 各月

2 大腸菌 不可 1回/月 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 12 各月

3 カドミウム及びその化合物 1回/3年 0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 ○ 1 8

4 水銀及びその化合物 1回/3年 0.0005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 ○ 1 8

5 セレン及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

6 鉛及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

7 ヒ素及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

8 六価クロム化合物 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

9 亜硝酸態窒素 1回/3年 0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 ○ 1 8

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 1回/3年 10 0.23 0.23 0.24 0.24 ○ 1 8

12 フッ素及びその化合物 1回/3年 0.8 <0.05 0.1 0.08 0.1 ○ 1 8

13 ホウ素及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 ○ 1 8

14 四塩化炭素 1回/3年 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 ○ 1 8

15 1,4-ジオキサン 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

1回/3年 0.04 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

17 ジクロロメタン 1回/3年 0.02 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

18 テトラクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

19 トリクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

20 ベンゼン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

21 塩素酸 不可 1回/3月 0.6 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 4 5・8・11・2

22 クロロ酢酸 不可 1回/3月 0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

23 クロロホルム 不可 1回/3月 0.06 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

24 ジクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

25 ジブロモクロロメタン 不可 1回/3月 0.1 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

26 臭素酸 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

27 総トリハロメタン 不可 1回/3月 0.1 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

28 トリクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

29 ブロモジクロロメタン 不可 1回/3月 0.03 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

30 ブロモホルム 不可 1回/3月 0.09 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

31 ホルムアルデヒド 不可 1回/3月 0.08 <0.008 <0.008 <0.008 <0.008 4 5・8・11・2

32 亜鉛及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ○ 1 8

33 アルミニウム及びその化合物 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

34 鉄及びその化合物 1回/3年 0.3 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 ○ 1 8

35 銅及びその化合物 1回/3年 1.0 0.02 <0.01 <0.01 0.02 ○ 1 8

36 ナトリウム及びその化合物 1回/3年 200 3.9 4 3.9 4 ○ 1 8

37 マンガン及びその化合物 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

38 塩化物イオン 不可 1回/月 200 2.5 2.4 2.4 2.5 12 各月

39 ｶﾙｼｳﾑ,ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 1回/3年 300 25.9 27.0 27.4 27.4 ○ 1 8

40 蒸発残留物 1回/年 500 71 70 68 71 ○ 1 8

41 陰イオン界面活性剤 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

42 ジェオスミン
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

43 2-メチルイソボルネオール
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

44 非イオン界面活性剤 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

45 フェノール類 1回/3年 0.005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 ○ 1 8

46 有機物（全有機炭素(TOC)の量） 不可 1回/月 3 0.3 0.2 0.3 0.3 12 各月

47 pH値 不可 1回/3月 5.8～8.6 7.4 7.4 7.4 7.4 12 各月

48 味 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

49 臭気 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

50 色度 不可 1回/3月 5度 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 12 各月

51 濁度 不可 1回/3月 2度 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12 各月

区分

病原生物

浄水検査
実 施 月

無機物
質・重
金属

実施
計画
（回/
年）

一般有機
化学物質

令和4年度水道水質検査計画表

（下記表の項目）

①原水検査 ②浄水検査（毎月、3箇月、1年検査）

水道法第20条第3項に規定する厚生労働大臣の登録を受けた検査機関

富丘地区簡易水道

湧水（布礼別川支流無名川）

水道事業者 富良野市

番号

基礎的性
状

味覚

発泡

におい

発泡

省略
の可
否

基準値
(mg/l)

基準値との比較

味覚

色

におい

味覚

（色、濁り、消毒の残留効果）

（計画表の21から31項までを除く39項目の水道原水検査）

塩素酸、蒸発残留物、色度、濁度

各年度の水質結果（最大値）

色

消毒剤・消
毒副生成物



施設名称

原水種別

Ⅰ 定期水質検査 1 原水検査 7月実施

2 浄水検査 ①毎日検査

②定期検査

Ⅱ 水質管理において留意すべき事項

Ⅲ 水質検査の委託 1 委託内容

2 委託機関

過去3年の

項 目 検査頻度 R1年度 R2年度 R3年度 最大値 1/5未満 1/10以下 1/5以上

1回/年 1回/3年 1回/3月

1 一般細菌 不可 1回/月 100個/ml 0 0 0 0 12 各月

2 大腸菌 不可 1回/月 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 12 各月

3 カドミウム及びその化合物 1回/3年 0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 ○ 1 8

4 水銀及びその化合物 1回/3年 0.0005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 ○ 1 8

5 セレン及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

6 鉛及びその化合物 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

7 ヒ素及びその化合物 1回/3月 0.01 0.002 0.002 0.002 0.002 ○ 4 5・8・11・2

8 六価クロム化合物 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

9 亜硝酸態窒素 1回/3年 0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 ○ 1 8

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 1回/年 10 1.89 2.03 2.03 2.03 ○ 12 各月

12 フッ素及びその化合物 1回/3年 0.8 0.05 0.09 0.09 0.09 ○ 1 8

13 ホウ素及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 ○ 1 8

14 四塩化炭素 1回/3年 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 ○ 1 8

15 1,4-ジオキサン 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

1回/3年 0.04 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

17 ジクロロメタン 1回/3年 0.02 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

18 テトラクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

19 トリクロロエチレン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

20 ベンゼン 1回/3年 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 ○ 1 8

21 塩素酸 不可 1回/3月 0.6 <0.05 <0.05 0.05 0.05 4 5・8・11・2

22 クロロ酢酸 不可 1回/3月 0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

23 クロロホルム 不可 1回/3月 0.06 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

24 ジクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

25 ジブロモクロロメタン 不可 1回/3月 0.1 0.001 0.001 0.001 0.001 4 5・8・11・2

26 臭素酸 不可 1回/3月 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

27 総トリハロメタン 不可 1回/3月 0.1 0.003 0.003 0.003 0.003 4 5・8・11・2

28 トリクロロ酢酸 不可 1回/3月 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 4 5・8・11・2

29 ブロモジクロロメタン 不可 1回/3月 0.03 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4 5・8・11・2

30 ブロモホルム 不可 1回/3月 0.09 0.002 0.002 0.002 0.002 4 5・8・11・2

31 ホルムアルデヒド 不可 1回/3月 0.08 <0.008 <0.008 <0.008 <0.008 4 5・8・11・2

32 亜鉛及びその化合物 1回/3年 1.0 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ○ 1 8

33 アルミニウム及びその化合物 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

34 鉄及びその化合物 1回/3年 0.3 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 ○ 1 8

35 銅及びその化合物 1回/3年 1.0 0.02 0.02 <0.02 0.02 ○ 1 8

36 ナトリウム及びその化合物 1回/3年 200 15.7 15.9 15 15.9 ○ 1 8

37 マンガン及びその化合物 1回/3年 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

38 塩化物イオン 不可 1回/月 200 24.6 25.2 24.1 25.2 12 各月

39 ｶﾙｼｳﾑ,ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 1回/年 300 42.3 43.7 42.4 43.7 ○ 1 8

40 蒸発残留物 1回/3月 500 156 170 171 171 ○ 4 5・8・11・2

41 陰イオン界面活性剤 1回/3年 0.2 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 ○ 1 8

42 ジェオスミン
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

43 2-メチルイソボルネオール
産生藻類発
生時期に月

1 回
0.00001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 <0.000001 ○

原因藻類
発生時期
に月に 1
回 以 上

8

44 非イオン界面活性剤 1回/3年 0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 ○ 1 8

45 フェノール類 1回/3年 0.005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 ○ 1 8

46 有機物（全有機炭素(TOC)の量） 不可 1回/月 3 0.2 <0.2 <0.2 0.3 12 各月

47 pH値 不可 1回/3月 5.8～8.6 7.2 7.3 7.2 7.3 12 各月

48 味 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

49 臭気 不可 1回/月 異常でない 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 12 各月

50 色度 不可 1回/3月 5度 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 12 各月

51 濁度 不可 1回/3月 2度 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12 各月

番号

発泡

におい

水道法第20条第3項に規定する厚生労働大臣の登録を受けた検査機関

味覚

色

味覚

病原生物

無機物
質・重
金属

令和4年度水道水質検査計画表

（色、濁り、消毒の残留効果）

（下記表の項目）

①原水検査 ②浄水検査（毎月、3箇月、1年検査）

富良野市水道事業者

学田地区簡易水道

（計画表の21から31項までを除く39項目の水道原水検査）

地下水（深井戸）

ヒ素及びその化合物、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩素酸、蒸発残留物、色度、濁度

省略
の可
否

基準値
(mg/l)

基準値との比較各年度の水質結果（最大値） 実施
計画
（回/
年）

浄水検査
実 施 月

区分

基礎的性
状

一般有機
化学物質

消毒剤・消
毒副生成物

発泡

におい

色

味覚


